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子どもも老人も、身体能力は低い。

【人間工学の課題】

• 子どもの社会参加をどう支援するか。

• 日常生活において、子どもの安全をどう確保するか。

• しかし、子どもは成長途上にある。
– 刺激を完全除去する設計方針でよいのか？

• バリアを乗り越えることで、心身機能が発達する

• 痛い目にあうから、危険感受性が発達する

無条件に安全や使いやすさを与えればよい、ということ
ではないはず。
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新生児・乳児 幼児（１～６歳） 児童（６～12歳） 青年

少年法14歳以上

そもそも子どもとは・・・老化が始まる前のヒト

保育対象

自分で自分を育てる

心身機能の発達

その行動をする 特定行動を欲する

敏感期（感受期、臨界期）

各年齢での
発達課題がある。

【増進すべきこと】 豊かな環境を与え、発達課題の達成を支援すること。

【抑止すべきこと】 それが裏目に出て事故に至らないようにすること。
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発達課題の裏返し：
子どものすることは予想がつく。

ジェットバス事故

幼児の世話(加害）

学校の復習心
お世話心=社会性

６～１２児
童

お手伝い行動事故

遊具からジャンプ

チャレンジ心先行４～６

ボールを追いかけ

車にはねられる

一点集中

回避能力ない

２～４

炊飯器蒸気で火傷

タバコを呑む

動くものをつかむ。つか
んだら突っ込む、食べる

1～2幼
児

事故特性（例）Age

子どもが好む＝発達に必須 大いにさせるべきこと
悪く作用しないようにすべきこと
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子どもが使う・子どもと使う製品設計
（健全な発達と安全の折り合い）

「使いにくさ」や「危険」が、発達・教育的価値を持つのか？

「使いにくさ」や「危険」が、許容できる程度か？ ： リスク評価

終了

製品や環境の特性

再設計

yes

yes

no

no

設計ガイドライン

子ども特性データベース

子ども行動データベース
開発整備が必要。
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子どもに人間工学を教える、という効果。

自分に使いやすいものは、他人にも使いやすいとは限
らない。

使いにくいと、仕事がしにくい。危ない。

多様な人の存在に気づく

自己を確立する（精神的自立を促す）

自分にとって「よいもの」の選択眼を育む

気づき

教育効果
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まとめ

乳児 幼児 児童 青年

製品開発における子ども配慮

保育者により子どもの未来はかわる。

ものによっても変わるはず。

各年齢層ごとの、人間工学研究のフレームワークを
考えていく必要性がある。
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